
問　

令
和
2
年
度
下
水
道
使
用

料
の
見
込
み
は
。

答　
接
続
見
込
み
人
口
を
前
年
度

よ
り
2
0
0
人
増
の
9
7
0
0

人
と
見
込
ん
だ
。

問　

下
水
道
施
設
移
設
工
事
負

担
金
の
内
容
は
。

答　

坂
城
イ
ン
タ
ー
先
線
工
事

で
既
設
の
下
水
道
管
路
施
設
が

沈
下
し
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
移

設
工
事
に
伴
う
県
の
負
担
金
で

あ
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
適
用
債
の

内
容
は
。ま
た
、充
当
率
は
。

答　
人
口
3
万
未
満
の
団
体
は
、

令
和
6
年
度
か
ら
法
適
用
と
な

り
移
行
準
備
業
務
の
起
債
と
な

る
。
事
業
費
に
対
す
る
充
当
率
は

1
0
0
％
で
あ
る
。

問　

起
債
残
高
は
ど
の
く
ら
い

か
。

答　

令
和
2
年
度
で
57
億
5
千

万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　
国
保
税
に
つ
い
て
、3
年
連

続
で
の
改
定
だ
が
、
税
率
設
定
の

考
え
方
は
。

答　

県
か
ら
示
さ
れ
る
標
準
保

険
料
率
を
参
考
に
、
激
変
が
生
じ

な
い
よ
う
、町
独
自
に
国
保
基
金

を
入
れ
な
が
ら
上
昇
率
を
最
小

限
に
抑
え
て
い
る
。
昨
年
10
月
の

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
も
考
慮

し
た
。
全
体
の
48
・
3
％
に
あ
た

る
所
得
が
1
0
0
万
円
未
満
の

世
帯
は
、
平
均
0
・
65
％
の
引
き

下
げ
と
な
り
、
所
得
の
低
い
層
に

も
配
慮
し
た
。

問　

町
の
国
保
税
は
県
内
の
他

市
町
村
と
比
較
し
て
高
い
の
か
。

答　

平
成
30
年
度
は
速
報
値
で

あ
る
が
、
77
市
町
村
中
、
高
い
方

か
ら
43
位
と
中
位
よ
り
下
で
あ

り
、
他
市
町
村
に
比
べ
特
別
高
い

状
況
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
滞
納
者
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

は
。

答　

過
年
度
分
の
滞
納
者
に
つ

い
て
は
、
短
期
証
交
付
基
準
に
よ

り
保
険
証
の
交
付
を
通
年
で
は

出
さ
ず
、
短
期
証
と
し
て
発
行
し

て
い
る
。

問　
基
金
残
高
は
。

答　
令
和
2
年
度
で
は
約
3
8
0
0

万
円
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
を

予
定
し
、
基
金
残
高
は
7
千
万
円

を
切
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　

特
定
健
診
等
事
業
費
と
し

て
、
人
間
ド
ッ
ク
委
託
料
の
内
容

は
。

答　
契
約
医
療
機
関
に
対
し
、日

帰
り
1
万
3
千
円
、
1
泊
2
日
1

万
5
千
円
を
支
払
う
。

問　

特
定
健
診
の
受
診
者
数
と

受
診
率
は
。

答  

例
年
の
実
績
か
ら
、
集
団
検

診
9
0
0
人
、個
別
健
診
1
0
0

人
、
情
報
提
供
2
0
0
人
を
見

込
ん
で
い
る
。
今
年
度
の
受
診
率

は
未
確
定
だ
が
、
30
年
度
は
54
・

2
％
で
あ
っ
た
。

委 員 長 報 告
各常任委員会では、付託された令和2年度の4特別会計予算案について、
慎重に審査し、その結果を委員長が本会議で報告した。

特別
会計

総
務
産
業
常
任
委
員
長
　
滝
沢
幸
映

下
水
道
事
業

基
金
残
高
は

社
会
文
教
常
任
委
員
長
　
大
森
茂
彦

国
民
健
康
保
険

低
所
得
者
層
に
配
慮
し
改
定

下水道工事（新地）

一般会計と特別会計の違いは？
　一般会計とは、地方公共団体において町民サービスの提供を始めとする行政運営の基本的な経費（福祉・教育・
土木など）を計上している会計。
　一方で特別会計は、事業目的を限定し、特定の収入をもって特定の支出に充てるため、一般会計と区別して経理する必要が
ある場合に設けられる会計。当町では、令和2年度は、下水道事業、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療の4会計がある。

議会だより　さかき　No.157 6



問　

過
年
度
滞
納
者
の
徴
収

の
状
況
は
。

答　

介
護
保
険
と
国
保
の
両

方
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

国
保
を
優
先
し
て
納
付
し
て

も
ら
っ
て
い
る
が
、
介
護
保

険
料
の
納
付
も
促
す
な
か
で

徴
収
に
努
め
て
い
る
。

問　

長
野
広
域
の
介
護
認
定

審
査
会
へ
の
負
担
金
負
担
率

は
。

答　

均
等
割
が
10
％
、
件
数

割
が
90
％
で
あ
る
。
件
数
割

は
平
成
30
年
度
の
審
査
件
数

実
績
か
ら
算
定
さ
れ
る
。

問　

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購

入
費
と
住
宅
改
修
費
は
。

答　

福
祉
用
具
に
つ
い
て
は

問　

保
健
指
導
の
実
施
状
況

は
。

答　

特
定
健
診
の
集
団
健
診

受
診
者
全
員
に
は
、
個
別
で

結
果
を
返
し
て
い
る
。
個
別

50
件
、
住
宅
改
修
は
35
件
程

度
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
審
査
会
の
内
容
は
。

答　

調
査
員
が
調
査
・
作
成

し
た
調
査
票
及
び
医
師
の
意

見
書
を
も
と
に
、
介
護
度
を

判
定
す
る
た
め
の
審
査
を
行

い
、
疑
義
が
あ
る
場
合
は
町

に
照
会
が
く
る
。
市
町
村
に

よ
っ
て
判
定
に
ば
ら
つ
き
が

生
じ
な
い
よ
う
、
長
野
広
域

で
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

問　

介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
も
状
態
が
変
わ
れ
ば

随
時
再
調
査
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
る
の
か
。

答　

申
請
に
よ
り
再
度
調
査

を
行
い
、
新
た
に
認
定
を
受

健
診
等
受
診
者
に
は
、
健
診

結
果
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
を
要
す

る
場
合
、
訪
問
や
来
所
に
よ

り
個
別
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　

徘
徊
高
齢
者
検
索
シ
ス

テ
ム
の
内
容
は
。

答　

徘
徊
頻
度
が
多
い
方
の

家
族
に
、
位
置
を
検
索
で
き

る
機
器
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

問　

高
齢
者
訪
問
指
導
事
業

の
内
容
は
。

問　

窓
口
負
担
が
3
割
負
担

に
な
る
要
件
は
。

答　

市
町
村
民
税
課
税
標
準

額
が
1
4
5
万
円
以
上
の
場

合
原
則
3
割
と
な
る
。

問　

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収

の
比
率
は
。

答　

特
別
徴
収
は
68
％
、
普

通
徴
収
は
32
％
で
あ
る
。

問　

国
保
か
ら
後
期
に
な
る

と
普
通
徴
収
に
な
る
の
は
ど

う
し
て
か
。

答　

別
の
医
療
保
険
の
た
め

年
金
か
ら
の
天
引
き
情
報
を

引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、

後
期
に
な
る
前
に
特
別
徴
収

で
あ
っ
た
方
も
、
加
入
時
は

普
通
徴
収
と
な
り
、
半
年
か

ら
1
年
後
に
特
別
徴
収
に
な

る
。

問　

特
別
徴
収
に
な
る
に
は

本
人
か
ら
の
届
出
が
必
要
で

あ
る
の
か
。

答　

届
出
は
必
要
な
く
、
自

動
的
に
特
別
徴
収
に
か
わ
る
。

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
申
し
出
を
す
る
こ
と

で
普
通
徴
収
が
継
続
さ
れ
る
。

社
会
文
教
常
任
委
員
長
　
大
森
茂
彦

介
護
保
険

徘
徊
高
齢
者
検
索
シ
ス
テ
ム

社
会
文
教
常
任
委
員
長
　
大
森
茂
彦

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収

第
1
回
臨
時
会 

議
案
審
議

◆
町
道
Ａ
０
１
号
線
道
路
改
良

　
工
事
変
更
請
負
契
約

　

金
井
地
区
で
事
業
を
進
め

て
い
る
、
町
道
Ａ
０
１
号
線

道
路
改
良
事
業（
酒
玉
工
区
）

の
若
草
橋
架
け
替
え
工
事
に

つ
い
て
変
更
請
負
契
約
を
締

結
す
る
。

　

既
設
道
路
へ
の
擦
り
付
け

舗
装
や
安
全
確
保
の
た
め
の

擁
壁
施
工
等
を
行
う
。

　

変
更
請
負
金
額
は
２
７
６

5
万
円
の
増
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
10
号
）

台
風
19
号
災
害
復
旧
関
連

主
な
内
容

・
河
川
敷
内
の
農
地
等
堆
積

　

土
砂
撤
去

�

8
1
3
4
万
円

・
消
防
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
場

　

移
設
復
旧
工
事

�

1
0
6
5
万
円

・
農
業
用
施
設
等
被
害
対
応
・

　

企
業
災
害
見
舞
金

�

3
1
3
8
万
円

　
1
月
22
日
の
臨
時
会
で
は
、
変
更
契
約
の
締
結
、
補
正

予
算
な
ど
2
件
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。若草橋 開通（南条）

答　

事
業
は
社
協
に
委
託
し

て
お
り
、
保
健
師
等
の
専
門

職
が
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問

し
、健
康
指
導
等
を
行
う
。

問　

地
域
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
数
は
。

答　
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
は
、

現
在
14
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

議会だより　さかき　No.157 議会だより　さかき　No.1577


